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木の葉は一つのリズムによってゆれている.風の方向や,強さによって,木の葉のゆれ動く
様子も,方向もちがって来る.
1.木の葉をよく観察する
2.見ながら動きを言葉のリズムにかえる
5.身体反応に移す
子どもたちの動きとして表われたものは,両手を斜上から下におろしながら,小走りにな
る,まわる,屈伸する,速くまわるなどの速度の変化や,動きの方向が主なものである.
お話作り
お話作りの言葉のリズム
Aある雨の日のことです
B木の葉が落ちました
C小さい池に落ちました
出・た来た言葉のリズム
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いろいろの物語を聞いたり,お話を作ったりすることは,子どもたちは,大変好きで,特
義視活動における言葉のl)ズムと動きについて 109
に,動的なものが好まれ,妖精や,小人の話などに興味をもつ.
木の葉のお話作りは,理科の学習で経験していたので,動きも動的で,活発な表現が出てい
た.とぶ,まわる,屈伸するなどの要素が十分生かされていた.
木の葉の題材で,観察させてから,言葉のリズムと動きに移行することから始めたが,同じ
木の葉の題材で,表現の範囲を拡げるために,曲想からイメ-ジを起し,そこからお話作りを
させる.
1.曲をきく
2.曲想からイメージをひろげる
5.短いお話を作る
お話をまとめると
A木の葉が手をつないで,楽しくまわっている.
B風が吹いて,池の中に落ちました.
C ′ありさんも落ちて来ました
Dありさんを乗せて,流れて行きました
同じ木の葉の様子であったので,曲想から受けた言葉のリズムは,お話作りだけで終る.
前記六項目から,子どもたちの言葉のリズムを見つけ出して,動きに移行してみたが,観察
することが,一番手近で,しかも動きの言葉が活動的である.
表現させるための指導は,いろいろの方法がなされているが,要は子ども自身の,生きた動
きや,その発展人間関係などが考慮されていて,活動性のある方法の研究が必要である.
題材の選択,指導の研究,特に低学年では,助言によって動きが発展するような,話しかけ
の言葉でありたい.助言もただ動きだけに限られたものでなく,機敏な体の動き,強弱のリズ
ムや速度などの動きに対する関心を,高めるような言葉が大切である.
又言葉のリズムを作らせて,動くことによって,動きを支える伴奏ともなる.話し言葉自体が
意味のある音楽である.擬音や,くり返しを好む子どもの特性を生かし,律動的な話し言葉で
導くことも,リズムあそび指導の大きなポイントであり,音楽的効果であると考えられる.
文部省が示した指導要嶺の内容
(リズムあそび低学年の部のみ)
題材をえらぶ範囲と内容
1年 2年 5年
動物乗物
あそび
動物乗物
あそび,手伝
形態動き
こん虫,草花
乗物,行事,お話
形態動き 形態,動きの特徴
山口わか
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